
、葛--嶋

¥○ l、e 8 羨 ヽ○ (■} 、J ⊂〉 〇〇〇 く> く⊃ �ヽ〇 霊 湯 さ ○○■ �io 竃 婆 一〇〇 �l、e l、○ 纂 ト、○ l′} �蓬 ⊂ト 、■小 器 ー 8 く」ふ e �lO 薫 嵩 く⊃ �l、○ 蒜 暴 露 雲 �liO 竃 蜜 �薫 嘗 〇 ° �ヽe 薫 し′1 嘗 一〇〇 �ヽe 竃 嵩 琵 �e 薫 灘 �憑 薫 くノ1 ¥○ ○。■ 萎 �ヽ⊃ 竃 ヽo I○○1 竃 �e 薫 l○ ○ �薫 り 善 �l¥e 竃 e 慧 �薫 、〇 〇〇〇 ∞ �薫 り � �竃 

胃 O国 主 ∽ 冨 婁 �善 筈 でつ き) 織 田 萎 �賢 さ ∽ 冨 鷲 鼻 〔力 ∽ �冨 き ∽ 呂 曇 竃 �霊 夢 を 宣 告 萱 曾 昌 〔の き �黒 岩 筆 を 重 量 萱 �> 急 a〕 鼻 音 雲. 昆 墨 我 �> 急 ∽ "口 蓋 富 a〕 きざ 営. の 富 を 茶 曇● �豊 富 くつ 邑 �曇 験 幕 くつ 縫 邑 合一 色 雪 害 �昌 声 〔の トく Cl 署 C 薯 〔l〕 霊 室 �竃 ぎ ∽ 寓 昌 幸 �昌 き 〔重 富 �昌 き 窒. 邑 �○ 巷 ∽ 竃 ∽ ○ ∽ �> 急 ∽ 雷〕 害 吾 妻. 昆 墨 縄 �> 急 ∽ I“e 邑 蓋・ くつ 邑 ∽ 量 溶 星● 常 �昌 夢 ∽ く 〔プ 昌 I〇〇〇 轟 でヽ 婁 �竃 8 ∽ ○ 昌 ∽ � � 

lヽ⊂) レ} 謡 8 �雷 撃 g �ヽo しl) 裟 き �・、ヽi し∩ 響 きカ 寒 �e き �e き �ト● くノヽ ○○ 馨 総 �ト● しIl ∞ 塚 総 �ヽIl 総 }I ぎ �(Jl 緯 ソ1 8 �、● 、」 1ヽ〇 十〇 8 �、、〇 一〇 一〇 〉○ 8 �○○ さ 8 �∞ し′l く> き �浅 く> き �・・」 く■〇 、重 し▲l く質 しI} �、」 く」● 一〇 し● くわ 毒 �、暮 し▲) ・・」 し′う !わ し} �・、」 lノl Ul 駕 し} �:>I � 

P 8 �e き �⊆〉 8 �く> き �⊂> 浅 くノ1 ⊂) �⊂) 浅 さ �⊂卜 さ ∞ �く卜 さ ∞ �くつ 8 �⊂〉 8 �一〇 宗 !の ど �・」 く○○ 塞 く■} ○○● �e き �e 8 �P 8 �P 8 �く⊃ き �P 8 �e 8 � � 

撚¥ 

ヽD ’○○ 裟 8 �:○ し● ∞ (▲) 8 �¥、o く○○ 葺 き �、ふ くJl 電 ∞ ト● 、」 �⊂〉 課 し八 〇 �⊂〉 涼 し′1 ⊂⊃ �お ト⊃ 夢 蜜 �繕 ト● や しh ⊂卜 しI} �Ul 総 ソー ト● ⊂) �lノl ∞ ト、J (ノl 8 �封 念 l、● 塞 �熟 〇㌦ 緯¥ i㌦音し 種農園、/ �鉄 e き �○○ しIl e き �巻 き �ー」 し● 、」 く■l ∞ 〇〇一 しJ �毒 蓋 しI● �慕 〔J l■} 印 霧 �、." 葛、ノ1 」へ ∞ 響) ∪● �農 期∴ 一十∴l 十、 鞠¥ �邑¥ き’’ 

“○○ 昌 一」 ∞ �〇〇〇 亀 、」 ∞ �亀 、」 °c �l、〇 一.」 8 8 �く⊃ 浅 さ �⊂〉 塚 〇〇〇 茎 �しl} ト⊃ ト⊃ e yI 盆 �1」● ト● ト⊃ ヽo }- 蜜 �さ 宝 ∞ る �軍ゝ 昌 一」 肇) e ii“■ �塞 ぎ }l ○○● 軍ゝ �裟 暮 しh 軍ゝ �重 宝 �宝 虫 �皇 室 �一〇 (■} ・・」 ∪● 鱒 (■● �塞 、」 (■} くわ 慕 �∴ 引 離)〉 真! �l ーヽ… t′● ・ヽ〕 総 →ヽ】 、」 �串 � 

亀 、」 ∞ �⊂) ・-」 、J ∞ �亀 ・」 °○ �)e き 鳥 �〇 〇 〇 �⊂> き �lヽ} 墓 室 �ト● 一 撃 宝 �き 亀 くま 。) i〇〇〇〇 �蔓 ∞ ⊂) �Cト UJ 」ゝ 〉○ 象 �の 凄 ¥〇 三⊃ (Jl �宝 $ �手 合 �宝 貧 �貧 な し↓ ト● 」ゝ �Cト 、」 霊 宝 �蜜 な い ト● 軍ゝ �C八 、〇 盆 二」 総 � � 

十才∴ 

¥○ i●“ 串 」ゝ ト● �¥e 雪 ゾl お �l、○ 響 1ノl お �、ノl 」へ 基ゝ 総. ト⊃ (ノl �e 8 �e 8 �⊂) 8 �⊂) 8 �玉 、○ ○ �、e lゝ 、」 l、○ �○●青 さ 、〇 〇〇〇 ¥o �○○I ・」 寺 1、○ �l〇〇〇 薫 く■) の �薫 し↓ の �巻 くノl く■● ⊂ト �e 8 �く⊃ 8 �e 8 �割 }l く■} の �田子∴: 粧、、、 寄、 ,I‾’, 曹/ �茸嶋 

へ
　
　
　
　
G
e
霞
岳
男
妾
e
A
亡
霊
e
N
e
M
〇
日
畠
S
C
因
N
O
費
A
冨
樫
旨
e
霊
室
買
e
Q
U
声
量
R
⊂
空
軍

C

因

9

U

「

A

要

因

S

U

P

U

E

S

墓

巨

に

旨

国

富

G

基

因

S

e

S

 

A

"

掌

d

c

d

i

c

i

e

き

ざ

c

d

c

-

誉

e



¥、○ 竃 浅 磐 e ⊂) �ヽe 浅 く> 薫 く○ しo 8 "〇一 �違 憲 嵩 � � � 

富 

∴∴　∴ � 

口 の (〕 官 署 で〕 邑 �くつ く= 呈 ∽ 冨 「 ○ 争 �くつ 吾 ∽ 蜜 蛋 宝 くつ 争 � � � 

の しノl 駕 しh 3 �Cト し小 窓 !ノI S �の しh ∞ 串 亀 �� �畜 寧 

〔⊃ 8 �⊆) 8 �P 8 ��:膏 � 

浅 くこ)o 浣 亀 �⊂へ し′1 簿 }l 亀 �訟 ∞ ¥o 1ノl 亀 � �� 

e C卜 総 主 �菩 °○ ト● 撃 �l、o ふ 総 墜 �き � 

∴、、/,,卓 � 

ふ○ 薄 さ○ ○ゝ �ヽ○ 怠 掌 �¥o 鷲 墜 � 由 � � 

暮 トJ 声 ∞ (■● �宗 i、〇 一i一 !● ∞ (J● �声 ト♪ 〇〇〇 トJ 裟 �∴七 ll、 轟 、I音 亭 �雷 �:豊 

G
e
病
室
カ
之
e
A
U
T
e
N
e
M
e
D
因
S
C
由
N
O
費
A
「
ま
に
旨
e
喪
昌
男
e
Q
U
漢
A
「
R
暮
臆
し

C
由
D
U
「
A
要
因
S
U
P
U
因
S
墓
「
ロ
因
-
N
G
費
因
S
e
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
〇
　
五
菖
d
e
d
i
o
i
e
冒
す
車
e
d
●
細
い
e
〇
℃

S
着
電
烏
O
S
の
m
槌
壷
>
1
雪
ぎ
s

声
調
P
寓
調
S
竃
r
之
一
筋
書
面
Q
>
「

○
○
争
.
郷
o
∽
a
G
犀
の
雷
e
○
○

C
e
N
要
r
D
〇
一
賀
「


